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GENERATING COMPLEMENTARY PLACES
BY INTERRELATIONSHIPS WITH SURROUNDINGS
Yukio MINOBE
Abstract: This paper's aim is to clarify the possibilities of generating environments by complementary in-
terrelasionships with surroundings through two architectural projects.
Initially, through the projects of the urban piazza, it is mentioned that the chain reaction arrangements of
enclosed external spaces by several urban elements make partial and complementary urban space. Secondly,
through the projects of the private house, it is mentioned that the operation of the direcion of the view makes
complementary residential areas where the relationships with neighborings are not elliminated each other.
Finally, the possibilities of generating environments by complementary interrelasionships with surround-
ings is concluded as making urban spaces from the partial relationships between urban elements.
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. 序
. 周辺環境との相補性
現代の都市に建つどのような建物も共通して有してい
る単純かつ即物的条件がある。都市に建つ建築物はある
特定の敷地に建ち，その敷地内において独立した組織を
形成すると同時に，敷地の周囲にある都市を構成する他
の都市要素と隣接するということである。
こうした条件の必然的結果として，個々の建物の総体
として都市景観という水準が現れる。現代日本の都市景
観の在り方については，これまでいわゆるそのカオス的
在り方が肯定的にも否定的にも問題とされてきているこ
とは言うまでもない。また，例えば岡山県倉敷市の美観
地区に見られるような建築の見え掛りの意匠の統一によ
る歴史的街並みの保存や，千葉県幕張に見られるような
新興住宅地において建物の立面構成を統一するデザイン
コードの制定など，視覚的に統一された都市景観を構築
する試みも多く行われてきている。
個々独立した建築物が視覚的に乱雑な景観を構成する
のは，隣接する都市要素とどのような関係をとるかとい
う，都市建築に必然的に迫られる選択の水準において，
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周辺環境との関係を排除することを選択し，敷地内に独
立した組織を構築するからである。他方，前述の様々な
デザインコードは個々の建築の意匠を一律のコードによ
って制御することで逆に，独立性を排除するものと言え
る。
前者を敷地独立指向，後者を全体制御指向とするなら
ば，これらが共に排除している第 3 の指向がそれらの
間に存在することが論理的な可能性として考えることが
できる。すなわち微細に周辺の隣接物と関係をとりなが
ら，そうした関係の連鎖によって都市空間を構成する方
向である。敷地独立指向が周辺環境との関係を相互に排
除した都市を構成し，全体制御指向が一元的な価値によ
って都市を構成するのに対し，この第 3 の方向はより
部分的な関係をつなげながら都市を構成する方法を模索
するものである。
筆者はこうした考え方のもとに既に別項において，現
代の都市に建つ都市建築を対象に，それらが周辺環境と
どのような隣接関係をとっているのか，建築の物的配列
を検討することから，敷地内だけではなく，隣接する周
辺環境との複合による環境の全体性を検討している1)。
詳細は省略するが，ここで検討された隣接環境との関係
は図 1, 2 のようにまとめることができる。図 2 に示す
ように検討された隣地建物との関係は建物ヴォリューム
の配列に大枠として限定されてはいるが，隣地建物との
単純な同一性を形成し慣習的なデザインコードとされる
ことも多い，屋根などの形態や仕上げ素材の同一性，あ
るいは開口率や軒高といった大きさの同一性等を含めた
としても，図 1 に示す隣地建物とのまとまりの論理的
可能性は変わらない。図 1 におけるが敷地独立指向
に該当し，およびが全体制御指向にあたる。そして
これら 2 者の間に論理的にのごとく，敷地内の部分
要素が周辺環境とまとまりを形成することによって，都
市空間を部分的な関係を通して構成する可能性が浮かび
上がるのである。本論では，こうした部分的な関係を通
して都市空間を構成する方法の可能性を，2 つのプロジ
ェクトを通して示すものである。
. 分野の横断性
1.1では現代の都市建築が共通して有している 1 敷地
1 建物の原則が抱える問題点について述べた。このこと
は都市空間が敷地ごとに分節されていることから生じる
問題であるが，こうした分節による問題は都市を構成す
るそれぞれの物が属性として持つ「分野」の分節におい
ても見られるように思われる。私達の日常生活を構成す
る事物を建築を中心としたスケールのグラデーションに
沿って検討すると図 3 のように考えることができる。
ここで建築よりも小さなスケールの事物，例えば椅子や
棚などは大枠「家具」デザインの分野に相当し，建築よ
りも大きなスケールの事物，例えば橋梁や道路は「土木」
デザインの分野に相当すると考えることができる。この
ように単純化して考えるならば，私達の日常生活は「家
具」「建築」「土木」という 3 分野によってデザインさ
れた事物によって構成されていると言える。こうした分
野の分節は先に述べた部分的な関係の連鎖を通した都市
空間を構成するうえでは障壁と言える。なぜなら，分野
の分節が各々に閉じた技術的体系を形成することで，都
市環境をそれぞれの分野によって生成された事物の寄せ
集めとしてしまうだけでなく，例えば「土木」によって
造成された敷地に「建築」が建ち，その中に「家具」が
置かれるというように，大枠としてスケールの違いに応
じた分野どうしの包含関係が生じてしまうために，例え
ば「家具」による都市空間の構成といったスケールのヒ
エラルキーを越えた構想が不可能となるからである。部
分的な関係によって都市空間を構想するためには，「家
具」という小スケールのデザインにおいても，小スケー
ルの事物の集積的関係によって従来であれば「土木」に
依っていた空間の広がりを構想する方法が，逆に「土木」
の分野においても「家具」におけるヒューマンスケール
を形成する方法が必要とされる。本論ではこうした分野
の横断によって可能となる都市空間の構成法についても
言及する。
. small piazza complex
. 囲まれた外部空間による都市環境の連鎖的構成
本プロジェクトは集合住宅を含む複合施設からなる再
開発地域において広場を設計したものである2)（図 4）。
敷地は大震災で壊滅的な被害を受けた兵庫県神戸市の東
にあり，現在も再開発の途上にある地帯の一角にある
（図 5）。再開発区域の全体は5.9 ha，その中に1000世帯
の入居する集合住宅と区役所や郵便局といった公共施設
とフィットネスセンターや様々な商業施設が概ね 6 街
区に分節されて計画されている。このうち計画敷地は 6
街区にコの字上に囲まれた9300 m2 の外部空間のうち，
南側の南下がりの傾斜地約3000 m2 である。敷地の周辺
には，北側に防災公園を兼ねた公園が，東側は低層部に
区役所や郵便局，上層部に集合住宅を含む建物が，西側
に低層部にフィットネスセンターを主とした商業施設，
上層部に集合住宅を含む建物が，また南側に地域の幹線
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図 small piazza complex (2002）模型写真 図 敷地周辺写真（点線部は敷地境界を示す）
図 平面図（縮尺 1/800）
図 断面図（縮尺 1/800）
図 囲まれた外部空間による空間のまとま
りの連鎖
図 家具化あるいは建築化された斜面
図 家具と樹木と地面に囲まれた外部の室
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道路である国道が隣接している。計画として求められた
のは，再開発地の中心に位置することからこの地区のシ
ンボル的空間として，また地域のイベントである「だん
じり祭り」の山車の集合地となるなど，周辺を含めた住
民の交流の場となることである。
このプロジェクトの設計の主眼は，与えられた外部空
間を小さなスケールの外部空間に分節し，それらを隣接
環境に応じて配列することで，連鎖的な空間のつながり
を形成することである。まず小さな空間に分節したの
は，例えば大きなスケールのままにある単一の外部空間
に地域住民が一同に集合し共同性を認識する類の，一元
的価値観に沿ったコミュニティを想定できないからであ
った。現代的なリアリティはこうした一元性よりも多元
性による集合にあるように思われる。このことからこの
計画では複数の樹木の集合体による 4 つの「緑のブロ
ック」によって敷地を 4 つの広場に分節している（図
6）。同時にそれぞれの広場を敷地四周の主要隣接物で
ある，国道（南），区役所（東），北部広場（北），フィ
ットネスセンター（西）に動線的な連続性を形成するよ
うに隣接させ，さらに広場どうしも国道側から順に数珠
繋ぎに連続するよう配置している。
それぞれの囲まれた外部空間は必ず隣接する別の囲ま
れた外部空間と，緑のブロックを共有するように配置し
ている。このことによってそれぞれの外部空間は単に動
線的に連続した空間であるだけでなく，緑のブロックを
共有しながら鎖状に敷地全体に広がることになる（図
7）。ここでそれぞれの囲まれた外部空間とその外部空
間を分節する建物や樹木などの要素どうしは，それらど
うしの相補的な関係，すなわち囲む/囲まれるという関
係において，空間のまとまりをなすと捉えられる。この
ように捉えるならばここで形成された環境は，単に緑の
ブロックによって細分化された空間が並列されているの
ではなく，囲まれた外部空間を中心として部分的に形成
された空間のまとまりが，連鎖することで構成された環
境として成立しているといえる。
. ｢家具」「建築」「土木」の横断
さらに囲まれた外部空間の構成要素をより詳細に見
る。それらは例えば区役所ビルと緑のブロックに囲まれ
たもの，あるいはフィットネスビルと街路と緑のブロッ
クに囲まれたもの，あるいは建物と北部広場との段差と
緑のブロックに囲まれたものというように，必ず敷地に
隣接する要素を含むと同時に，建築と植物と外部空間と
いった組成の水準で異なる種類の要素の複合から成って
いる。つまり囲まれた外部空間の働きである，それをな
す複数の要素間にまとまりをなすという働きを利用し，
敷地内の要素と敷地外の要素，あるいは建築と植物とい
った組成の異種の要素どうしを，同じ外部空間を分節す
る要素として等価に扱っている。いわば異種要素に水平
方向の結びつきを形成しようとしている。
こうした何らかの水準で異種と捉えられる要素間に結
びつきを形成することを，別のことにおいても試みてい
る。敷地は南北方向に 2 m の高低差をもつ南斜面であ
り，南側の街路レヴェルを基準とした水平地盤として整
地してしまうと，北部広場や隣接建物との間に大きな段
差が生じ，動線的な連続性の観点から不都合であった。
また一律に水平な地盤は先に排除した単一の広場の広が
りという方向を潜在的にほのめかしかねない可能性があ
る。以上からここでは斜面を小さなスケールのスロープ
や階段，あるいはベンチの集合体とすることで 2 m の
高さを細分化している（図 8, 9）。こうした斜面は「土
木」の分野では往々にしてひな壇造成によって幾つかの
段差を伴った水平面の連続として扱われることが多いと
思われる。それに対してこのプロジェクトでは身体に近
いスケールの連続として斜面を細分化している。身体に
近いスケールを形成することが分野として「家具」「建
築」に属するものと捉えるならば，ここで細分化された
斜面は，「家具」と「建築」と「土木」を横断した，家
具化あるいは建築化された地面と呼ぶことも可能かと思
われる。
このような慣習的にスケールの異なる事物を扱う分野
を横断することをもうひとつ試みている。先に述べた囲
まれた外部空間は，敷地を細分化しながらも多人数の活
動に対応した空間であった。しかし都市空間はこうした
多人数の活動だけでなく，個人もしくは少人数の活動も
等価に重要であると考える。こうした個人の都市空間の
利用に対応した小スケールに分節された空間を，緑のブ
ロックを構成する樹木による分節から生成している（図
10）。細分化された地面を床に，樹木の枝や葉が形成す
る適度な広がりを日除的な覆いとして，その覆いの下の
場の境界を半ば明確にするものとしてベンチを設置する
ことで，個人が都市の中に居場所を発見するに適度な，
いわば外部の「室」を形成している。すなわち「建築」
的スケールといえる外部の「室」を形成することを手段
として，「家具」「建築」「土木」といった異なる分野に
属する要素を等価に扱い，「土木」のスケールによって
扱われがちな広場のスケールを，家具化あるいは建築化
することを通して，より小スケールの空間へと細分化し
ようと試みている。
以上のようにこのプロジェクトでは，敷地の隣接要素
を含めた異種要素による囲まれた外部空間の形成，また
それら外部空間の連鎖的配列，さらに「家具」から「土
木」までのスケールの異なる要素を等価に横断的に扱う
ことを通して，様々な事や物が相補的に働きあって連鎖
する都市空間を形成することを試みている。
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図 pentagular house 鳥瞰図（南東上方から見る）
図 敷地写真（北西より見る）
図 平面と断面のコンセプトダイアグラム
図 周辺環境との視線の関係 図 2 階・1 階平面図 縮尺 1/350
周辺環境との相補性による環境生成 2 つのプロジェクトにおける試み
. pentagular house
. 視線の操作による住宅地の環境構成
前章ではプロジェクトを通して，主に囲まれた外部空
間を連鎖的につなげることで，部分の関係が連鎖した都
市空間を形成する試みについて述べた。都市広場は公共
的な利用が前提とされるため，例えば敷地の異なる都市
要素が囲まれた外部空間を共に囲むということを，想定
することは容易である。しかし私達が生活する都市空間
はこうした公共空間だけではなく，例えば住宅地のよう
に私的利用が前提とされ，主に所有の問題から共同性を
形成することが好まれない環境も含んでいる。敷地単位
を前提として，相互に排除的な関係を取り結んだ結果と
して現代の都市風景が顕在化したと考えるならば，私的
利用を前提とした都市空間においてこそ敷地を越えた連
鎖的な関係が形成されなければ，都市風景には変化を望
むことができないことになる。以上から本章で述べるの
は，住宅地において連鎖的環境を試みたプロジェクトに
ついてである（図11）。
敷地はつくば市に位置しいわゆる郊外的な穏やかな地
域に位置する（図12）。しかしながら敷地の隣接環境自
体は極めて高密であり，東西南北を隣家に囲まれ，道路
とは敷地南西角でわずかに3.5 m 接するというものであ
った。施主は現在は 3 人家族であるが，互いの両親と
将来は共に住むことを想定しており，狭小な敷地面積で
はあるが駐車スペースも 2 台が必要であった。以上の
条件のもと，プライヴァシーを確保することが隣家どう
しを排除しあわない，住宅の外形と開口の位置を発見す
ることを，このプロジェクトの主眼とした。
例えば多くの郊外住宅地に見られる南面配置の形式
は，現代日本の住宅における南面採光を至上とする思考
が配置形式として現れたものと考えられる。この配置を
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プライヴァシーの観点から観察すると，隣接するどの住
宅も敷地南側に庭をとることで，北側の住宅あるいは道
路から引きをとり，住宅は庭に対して開口部を主に面す
ることで，隣家と開口部が対面する確率も減少している
といえる。すなわち住宅地の全範囲に南面配置の形式を
コードとして課することが可能ならば，住宅のプライヴ
ァシーを確保することも容易となるが，こうした一価的
環境はここでの主眼ではない。また多くの住宅地では，
敷地内の採光条件を確保することと，隣家の開口部に対
面した位置に開口部を開けないことでプライヴァシーを
確保することが，二律背反な事象となってしまう事が多
い。このプロジェクトにおいても，南側隣家は南面配置
でありながらその庭は1.5 m ほどで，こちらでも南面配
置によって採光を確保すれば，必然的に隣家の採光状態
を悪化させてしまう。またどのような配置にせよ南面と
北面に正対した開口部を開けると，それぞれの隣家から
の視線からプライヴァシーを確保することが困難となる。
そこでこのプロジェクトでは主要な開口部を開ける壁
面を，この敷地に隣接する空間のうち相対的に開放的と
捉えられる，南西側の道路，北西側の空地，東側の隣家
の庭へと向け，それらを開口部の無い南・北向きの壁面
でつなげることで，5 角形の平面形を生成している（図
13）。さらに断面形を南面・北面および将来的に住宅が
建設されると予想される北西角の隣家の採光・通風や視
界の広がりを確保しながら，こちらのプライヴァシーを
も確保するために，隣家の視線を空へと向ける軒高を抑
制した切妻形としている（図13）。そして限られた接道
幅を介して 2 台の自動車を独立して利用するという与
条件から必然的に導かれる Y 字車路を，住宅の外形に
トンネル状に貫入させることで必要とされる個室を分節
し，そのトンネルの上面レヴェルを共用室とすること
で，住居としている（図14）。
. 住宅地における敷地境界を越えた相補的環境
こうして生成された住宅間の視線の関係をダイアグラ
ム化すると図15のように示すことができる。日常的に
散見される住宅地では，この視線の関係は，先に見た南
面配置の住宅地のように敷地単位で途切れるように計画
されるか，唯一の共有される都市要素である街路を介し
てだけ関係づけられる状態にあるように思われる。また
旧来の集落であれば例えば広場を囲むことで住宅単位を
超えた環境のまとまりが形成されるといったものも見ら
れるが，現代ではそうした共同性を期待することは難し
い。逆に現代の高密な環境にあって最も住宅相互の排除
関係を示す形式として，コートハウスを挙げることがで
きる。この形式は良好な住環境を得るために，街路や広
場といった共有の要素に依存するのではなく，他者の視
線を全て排除したコートを自らの敷地内に形成するもの
と言える。しかしこの形式が高密な都市に住む最良の形
式とされるならば，都市環境は敷地間の排除関係でしか
成立しないことになってしまう。
それに対しこのプロジェクトでは住宅相互のプライヴ
ァシーを確保するために，直接的な視覚的関係を取り結
ばないようにすることは当然ながら，住宅それぞれの視
覚的な空間の広がりを増加させるために，隣家の庭や屋
根の上といった他者の外部空間を借景的に利用するよう
に開口部の位置や外形を操作している。さらに重要なの
はこうした借景的関係が隣接する住宅群のうちのある住
宅だけを利するようにするのではなく，自地の住宅が他
地の住宅の庭を借景として得るならば，他地の住宅にも
自地の外部空間を借景として与えるというように，敷地
内の空間を視覚対象として与える/与えられるという贈
与的な関係に置いていることである。こうした贈与的関
係は敷地境界が共有した敷地どうしのみという，住宅地
全体の中では部分的な関係でしかないが，部分的な相補
関係が，住宅地全体に連鎖することも，潜在的可能性と
しては想定できる。すなわちこのプロジェクトでは視覚
の水準での敷地間の相補関係と連鎖によって形成され
る，敷地境界を越えた相補的な環境形成の可能性を示す
ものと考える。
. 結
以上本論では，都市広場と戸建て住宅を設計した 2
つのプロジェクトを通して，設計対象に隣接する周辺環
境との，敷地境界を越えた環境生成の可能性について検
討した。
まず都市広場のプロジェクトにおいて，囲まれた外部
空間を敷地内外の要素によって形成し，複数の外部空間
を連鎖的に配列することで，都市の様々な要素が相補的
に空間を形成し，そうした部分的な空間のまとまりが連
鎖することで形成される都市空間の新たな在り方を示し
た。さらに住宅のプロジェクトにおいて，視覚的な空間
の広がりを隣地の外部空間に求めあうといった，借景的
な環境形成を敷地相互で行うことによって得られる，相
補的な住宅地の在り方について示した。ここでの結果
は，囲まれた外部空間の分節，あるいは建築の開口部に
おける視線の方向性の制御といった，空間構成における
限られた水準ではあるものの，都市空間をそれを構成す
る都市要素間の部分的な関係を通して生成する可能性の
一端を示すものと考える。
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